
氏名 木田　隆文

【社会的活動】

・日本近代文学会評議員
・昭和文学会幹事
・阪神近代文学会運営委員
・龍谷大学国文学会副理事長

【教育上の特記事項】

・国文学科主任　　・企画委員会委員　　・入試委員会委員（文学部委員長）
・人事委員会委員　・通信教育部委員　　・大学院委員会委員
・全学教学マネージメント委員会委員　　・危機対策委員会委員

【学内活動】
（学内職歴を含む）

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会　昭和文学会　日本文学協会　阪神近代文学会　龍谷大学国文学会

武田泰淳を中心とする昭和期の文学／戦時下中支地域における日本文学と文化

最終学歴

日本近代文学

【研究上の特記事項】

専門分野

・現代文学論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・現代文学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　〔前・後期〕
・近代文学論演習Ⅰ・Ⅱ　〔前・後期〕
・現代文学特論　〔前期〕
・表象文化論　〔後期〕
・メディア文化特論　〔前期〕

・学科主任として、学科専門授業のコロナ対応に尽力した。特に新入生に対する自宅課題や授
業実施方針の策定に注力した。

・文部科学省科学研究費（基盤Ｃ）「戦後日本における上海邦人文芸文化ネットワークの移植と
展開」研究代表者。
・奈良大学図書館展示「越境する女性作家たち」（2020年1月～11月、於・奈良大学図書館展示
室）を光石亜由美教授と共催（前年度からの継続）。

龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程日本語日本文学専攻　修了

博士（文学）

授業科目

学部担当科目

・言語・文学Ⅰ・同Ⅱ（六）　〔前・後期〕
・基礎演習Ⅱ　〔後期〕
・国文学講読Ⅰ・同Ⅱ（八）　〔前・後期〕
・演習Ⅰ（八）　〔通年〕
・演習Ⅱ（七）　〔通年〕
・卒業論文　〔集中〕
・現代文学論（二）　〔前期〕
・映像文化論　〔前期〕
・近代文学概論　〔後期〕

研究課題

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

所属学会



単著

単著

②

③

④

③

④

④

日本統治下の武漢で刊行された『武漢
歌人』・『武漢文学会雑誌　武漢文化』
の解題と細目を報告した。

同大会の発表の司会を担当した。

②新感覚派から心霊へ ― 川
端康成『掌の小説』を読む

（その他）

④

発行又は
発表の年月

（著書）

③阪神近代文学会2020年度冬
季大会　発表司会

2020年1月～11月
（前年度より継続）

①奈良大学図書館展観「越境
する女性作家たち―内地から
外地、そして戦前から戦後へ」

2021年1月

2021年2月

上記論文で報告した両雑誌から、発行
元である武漢文学会・武漢歌話会の動
向確認をおこない、それを基に戦時下
武漢における日本人居留民社会の文
化環境と文化統治の実態を明らかにし
た。

『国文学論叢』第66輯

②

③

単著､
共著
の別

①

神戸文学館企画展「新開地物語　街が
青春だったころ」の講演。川端康成の小
説作品を、大正期の神戸モダニズムと
心霊学の流行と重ねて解説した。

科学研究費の研究成果報告として実
施。戦前に外地にわたり活動した女性
作家の活動を軸に、戦前の外地での経
験が戦後の日本においていかに継承
／断絶したのかを紹介した。

（学術論文）

奈良大学図書館展示室

①

（学会発表）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

概　　　　　　　要

①『武漢歌人』・『武漢文学会雑
誌　武漢文化』解題および細目

②武漢居留民社会の日本語文
学　武漢文学会・武漢歌話会の
動向から

『奈良大学紀要』第49
号

神戸文学館

阪神近代文学会（オン
ライン開催）

2020年10月

2020年12月


